
【資料１】 令和５年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和６年３月２９日

（１）令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析

【-5ｐ以上】 【-5～-2ｐ】 【-2～0ｐ】 【0～2ｐ】 【2～5ｐ】 【5ｐ以上】
弱み 強み

②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）

【-7%以上】 【-7～-3%】 【-3～0%】 【0～3%】 【3～7%】 【7%以上】
弱み 強み

（３）令和６年度の方針【学校全体での取組】

1.1 -0.7

1.5

0.6

-0.7

6.2

運動が好き 運動は大切
中学校卒業後自
主的に運動した
い

運動部への所属
体育の授業は楽
しい

目標を意識する
ことで「できたり、
わかったり」する

1.7

女子 -4.8 -4.6 -3.0 -1.7 1.31.2

反復横とび
（敏捷性）

持久走
（全身持久力）

５０ｍ走
（スピード）

-0.7

シャトルラン
（全身持久力）

ボール投
（巧緻性）

1.2

振り返りをすすこ
とで「できたり、わ
かったり」する

①持久力向上に向けての取り組み
今年度も毎月のシャトルランを実施してきた。持久力の面で少しずつではあるが向上してきている。ワーク
シートに記録をさせグラフ化することで自分の成長を確認することができた。また、各学年男女別にトップ
10を体育館へ掲示することで目標をもって取り組む生徒が出てきたと感じる。来年度も引き続き持久力向
上に向けて継続していきたい。

②本校の弱み、今後の授業改善
体力、運動能力面で、筋力の部分が弱点とわかる。体つくり運動や各領域を授業で実施する際に、補強
運動を積極的に取り組んでいきたい。また、球技においてもボールを投げる動作を取り入れ、巧緻性も高
めていきたい。

③グループワーク学習、運動の二極化の改善
意識面では、男女それぞれ運動に対して前向きに取り組む姿勢が見られたと感じている。グループワー
クを中心に仲間同士で教え合ったり、助け合ったりすることで達成感を得られたと感じている。来年度も引
き続き、生徒主体で取り組める授業づくりを意識していきたい。

④ICTの活用
ICTの面で活用が不十分だった。本校では特に女子を中心に運動に対する意識をさらに向上させていく
必要がある。そこで、ICTを活用することで運動局面を見て分析することや課題解決に向けて考えていくこ
とができると感じる。ICTの活用により、少しでも運動に対する意識が高まることを期待し、取り入れていき
たい。
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